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放射性セシウム高吸着物質のマテリアルデザイン

燃料電池に用いる酸化物イオン伝導体、

固体酸化物燃料電池(SOFC)用のイオン伝導体に対して、
そのイオン伝導メカニズムを明らかにすることによって、
従来にない高いイオン伝導性を示す材料の開発を行っている。
これまでに、アルミニウム系ペロブスカイト、チタン系ペロ
ブスカイトにおいて、それぞれ、高酸化物イオン伝導性、
高プロトン伝導性を示すことを明らかにした。

放射性セシウムによる土壌汚染は、福島だけに限らず、世界中
で深刻な問題となっている。土壌からセシウムを取り除くため
に、放射性セシウム高吸着物質の開発が期待されている。
セシウムイオンの理論解析を行うことによって、新物質のマテ
リアルデザインを行う。

　　ナトリウムイオン伝導体のマテリアルデザイン
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《一言アピール》
量子化学計算を用いて、エネルギー問題や地球環境問題の解決にいかすことのできる新規機能性材料の開発を
行っています。

☆詳細は、HPをご覧ください。

　　プロトン伝導体のマテリアルデザイン

二次電池に用いるリチウムイオン伝導体、

応用分野

これまで、リチウムイオン二次電池用の優れたリチウムイオン伝導体の開発を行ってきた。マンガン
系ペロブスカイトにおいて、熱耐久性に優れたリチウムイオン伝導体となることを明らかにした。最
近、リチウムイオンばかりでなく、ナトリウムイオン伝導体の開発も行っている。常温で作動するナ
トリウム硫黄電池の実現を目指している。
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T. Onishi, Advances in Quantum Chemistry vol. 64, 31-81 (2012) (Review)
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